
編集•発行／広報肱川編集委員会（愛媛県喜多郡肱川町大字山鳥坂74番地） 発行／毎月20日1回・全戸配布

写 四

繹癖締癖繹躊躊躊癖蕊（ No. 41 ノヽ

盆踊りも

国際色ゆたかに

＝鹿野川夏まつり＝

「ひとつ出しましょー やぶから笹を一 つけておくれよたんざくを 」 薄明か

りの中、櫓の太鼓・音頭に合せて踊りの輪が動き広がってゆきます。盆踊りは、お盆に

招れてくる精霊をなぐさめ、またこれを送る踊りといわれますが、鹿野川夏まつりでも

午後 7時から催されました。

小薮滞在の麓澤大助教授バントック先生、イギリスから訪町のアントン先生、香港か

らのお客さん達も誘われて加わり、盆踊りは国際色ゆたかに盛り上りました。

〔写真：うかれて兵庫踊りに興じられるパントック先生。左〕

今月号の主な内容

＝町報＝
衡特別町民の集しL....................2 
*町内水泳大会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..4 
衡鹿野）ii夏まつり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • • 6 
®わたしたちの国保・・・・・・・・・・・・・・・・・• 7 
*お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

＝農林だより＝

*共i斉友の会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •8
蒼農協職員採用について………… 8

*林政だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..9 
蒼木材市況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10
0今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

＝公民館報＝

奎講演「差別の現実に学ぶ」……12
蔓出番ですお父さんお母さん……13
衡幼稚園おとまり会·…•・・・・・・・・・・・・・ 14
*わんぱく学級・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

町民のうごき

人口 3,7 3・9人(+3) 

男 1,8 2 1人（土0)

女 1,9 1 8人 (+3)

世帯数 1,054塁(-1)

（昭和61年7月31日現在）
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鹿 野 J 11 湖 で 遊 覧

特別町民の皆さん（特産開発センターで）

固 団
＂

]0暉 (2)

第
二
回
特
別
町
民
の
集
い
は
、
鹿

野
川
夏
ま
つ
り
に
合
せ
て
行
わ
れ
、

東
京
・
大
阪
・
香
川
・
松
山
か
ら
、

計
十
九
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

八
月
七
日
、
午
後
一
時
過
ぎ
に
到

着
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

宿
泊
先
で
く
つ
ろ
が
れ
た
後
、
ビ
ッ

ク
リ
市
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
芸
能
イ

ベ
ン
ト
、
盆
踊
り
、
花
火
大
会
な
ど

の
ま
つ
り
の
催
し
物
を
見
物
さ
れ
ま

し
た
。

翌
、
八
月
八
日
は
、
朝
、
鹿
野
川
ダ

ム
の
遊
覧
船
で
湖
の
涼
風
を
う
け
な

が
ら
、
河
成
ま
で
の
往
復
の
景
色
を

楽
し
み
、
そ
の
後
、
民
俗
資
料
館
を

見
学
、
午
前
十
一
時
半
か
ら
は
、
特

産
開
発
セ
ン
タ

ー
で
の
懇
親
会
に
出

特
別
町
民
の
集
い
に
十
九
名
が
来
町

＼
 
j
 

席
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
席
に
は
町
長

他
、
各
団
体
長
や
課
長
も
参
加
し
て
、

特
別
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

来
町
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
肱
川
町

の
印
象
な
ど
を
次
の
よ
う
に
話
さ
れ

ま
し
た
。

「
自
然
が
大
変
美
し
く
、
空
気
も

良
い
、
年
を
と
れ
ば
是
非
肱
川
で
住

ん
で
み
た
い
。
」
「
子
供
の
頃
の
懐
し

く
て
、
や
さ
し
い
、
心
の
ふ
る
里
へ

帰
っ
た
よ
う
だ
。
」
「
肱
川
の
花
火

は
、
都
会
の
花
火
と
は
ケ
タ
違
い
の

迫
力
が
あ
り
、
強
烈
な
印
象
を
受
け

た
。
来
年
も
是
非
、
友
人
と
来
て
見

た
い
。
」
「
こ
の
素
晴
し
い
自
然
を

い
つ
ま
で
も
守
り
続
け
て
ほ
し
い
。
」

京
阪
神
肱
川
会
秋
の
総
会
は

十
月
十
九
日
（
日
）
淀
川
会
館
で

→門喜喜例二贔じ置U皇;菖と重db逼三虐亘ま六会月心自し十長ハ界
のて多で年も催十 強役しさはあしめる会頭た一以日阪
日い数す総完す九次＜員かれ会りてに ゜は‘°年下（日）神
はまのが会了る日に要はしま長ま欲も会役中 度六大肱
出す参‘へ しこ（日）秋望中‘しとしし新の員野 の名阪 川
席゜加今の まと午のし野副た両たいし一改会 役が市会
者 を年出しを後総ま会会゜副が←ぃ段選長 員 出 淀 で
ー 役は席た決に会し長長 会‘と会 の の か 会席 川は、
同 員関は゜め淀はたの以 長こ の 長 飛 総 ら をし区
の 一係五 会川‘°再下 にの発を躍会---, 開 て 会 去
希 同者十 場会十 任の 一問言選ので今 催昭館る
望 期を名 の館月 を各 任題が出たあ年 し和で七

町
で
は
、
こ
の
特
別
町
民
の
集
い

を
初
め
色
々
な
行
事
を
計
画
し
て
、

こ
の
後
二
時
半
に
集
い
を
解
散
、
特

別
町
民
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
帰

省
の
途
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

都
市
と
の
「
人
と
物
」
の
交
流
を
図
り

地
域
の
活
性
化
に
努
め
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
町
内
の
皆
さ
ん
、
都
会

に
親
せ
き
や
知
人
、
友
人
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
役
場
、
産
業
課
の
ふ
る

さ
と
会
係
へ
ご
紹
介
下
さ
い
。

で
急
遠
懇
親
会
が
も
た
れ
、
こ
の

席
で
は
ふ
る
里
肱
川
の
想
い
出
話

に
花
が
咲
く
と
と
も
に
、
京
阪
神

肱
川
会
の
在
り
方
な
ど
活
発
な
意

見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
宇
都
宮
正

郎
幹
事
か
ら
「
昨
年
の
総
会
に
出

席
し
て
同
級
生
に
出
会
っ
た
こ
と

が
縁
と
な
り
、
大
阪
に
私
達
の
同

級
会
が
で
き
ま
し
た
」
と
の
報
告

も
あ
り
、
京
阪
神
肱
川
会
が
色
々

な
役
割
を
果
し
な
が
ら
、
肱
川
会

の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
も
確

認
で
き
ま
し
た
。
（
山
中
記
）

役
員
会
の
出
席
者
は
次
の
通
り

で
す
。

中
野
忠
志
（
会
長
）
、
神
井
正
吉

（
副
会
長
）
、
山
中
茂
幸
（
幹
事
以

下
同
）
、
篠
浦
千
代
、
久
保
峯
男
、

宇

都

宮

正

郎

計

六

名

※
京
阪
神
に
町
内
の
方
の
知

人
や
親
戚
が
在
住
さ
れ
て
い
て
、

こ
の
「
肱
川
会
」
を
ま
だ
知
ら
な

い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
連
絡
し
て

あ
げ
て
下
さ
い
。
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戸に肱川会設立
出身者69名が参加＿／］

設立総会（えひめ共済会館）

松
山
市
と
そ
の
周
辺
町
村
に
住
む

肱
川
町
出
身
者
が
集
ま
り
「
松
山
地

区
肱
川
会
」
を
設
立
、
七
月
二
十
鬼
．

日
、
松
山
市
に
お
い
て
第
一
回
目
の

総
会
を
開
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
六
十
九
名
が
参
加
、
会

員
相
互
の
親
睦
と
肱
川
町
と
の
交
流

等
を
盛
り
込
ん
だ
会
則
を
定
め
、
役

員
を
選
出
し
た
あ
と
懇
親
会
を
行
い

ま
し
た
。

日
頃
、
近
く
に
住
ん
で
い
て
も
知

ら
な
か
っ
た
り
、
久
し
ぶ
り
の
顔
合

せ
で
あ
っ
た
り
で
な
つ
か
し
い
想
い

出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

当
町
か
ら
は
大
野
町
長
、
神
井
議

、
会
議
長
ら
十
一
名
が
参
加
し
、
お
祝

い
と
町
振
興
へ
の
協
力
依
頼
を
し
ま

し
た
。

松
山
地
区
の
町
出
身
者
は
約
四
百

世
帯
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
連
絡
が
出

来
な
か

っ
た
方
も
多
く
、
親
せ
き
、

知
人
の
方
で
会
の
設
立
を
知

っ
て
お

ら
れ
な
い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え

て
あ
げ
て
下
さ
い
。
会
で
も
出
来
る

だ
け
皆
ん
な
の
参
加
を
望
ん
で
い
ま

す
。（

連
絡
先
）

山
岡
淳
郎

m
（
⑮
ー

6
0
4
)

●
選
出
さ
れ
た
役
員

【
会
長
】
山
岡
淳
郎
【
副
会
長
】

村
上
忠
義
、
奥
村
武
久
、
森
岡
源
三

大蛇退治の舞いを熱演（おまつり広場会場で）

藤
中
節
子
【
副
会
長
・
事
務

局
長
】
井
上
久
義
【
幹
事
】
大

越
透
、
山
岡
昌
徳
、
矢
野
正
敏

宮
武
勉
、
安
倍
靖
児
、
堀
左
千

子
【
顧
問
】
藤
田
好
秀
、
和
気

喜
代
住
、
寺
尾
玄
重
、
出
水
千

助
、
和
気
清
、
岩
田
横
太
郎

愛
媛
県
民
文
化
会
館
（
松
山
市
）

で
開
か
れ
た
”
え
ひ
め
テ
ク
ノ
ピ
ア

博
II

の
郷
土
芸
能
イ
ベ
ン
ト
で
、
七

月
三
十
一
日
、
当
町
の
鎮
縄
神
楽
（
県

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
が
出
演
し
、

「
修
羅
の
舞
い
」
と
「
大
蛇
退
治
の

プ
ク
ノ
ピ
ア
博
に

し

め

か

ぐ
ら

鎮
縄
神
楽
が
出
演

へ／―-疇の西〉
⑰ : 

［ ［ 

舞
い
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

暑
い
最
中
、
苦
労
の
出
演
で
し
た

が
、
軽
快
な
太
鼓
の
リ
ズ
ム
と
勇
壮

な
舞
い
に
観
客
も
多
く
好
評
を
博
し

ま
し
た
。

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
講
座

の
秋
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
生
涯
学
習
講
座

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の
通

信
講
座
で
、

二
十
四
講
座
が
あ
り

ま
す
。

書
道
、
硬
筆
、
絵
画
、
囲
碁
、

園
芸
、
写
真
、
ビ
デ
オ
、
母
と

子
の
書
き
方
、
母
と
子
の
リ
ズ

ム
あ
そ
び
、
俳
句
、
短
歌
、
川

柳
、
漢
詩
、
仏
典
入
門
、
古
典

美
し
い
日
本
語
、
文
章
、
小
論

N
H
K学
園
の

通
信
講
座
で
学
習
を

お
父
さ
ん

重

宏

さ

ん

お
母
さ
ん

千
代
子
さ
ん

25
歳）

(28
歳） (2歳2か月）

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
気
分
の
か
わ

い
い
子
が
い
て
そ
の
子
が
美
加
と

い
う
名
前
だ
っ
た
の
で
、
あ
ん
な

子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
名
付

け
ま
し
た
。

お
兄
ち
ゃ
ん
と
は
、
性
格
も
違

う
し
わ
ん
ぱ
く
で
活
動
的
な
女
の

子
で
す
。

将
来
は
元
気
で
や
さ
し
い
子
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

文
・
作
文
セ
ミ
ナ
ー
、
国
語
、

日
本
史
・
古
代
、
英
語
、
数
学

簿
記
、
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
、
俳

句
友
の
会
、
短
歌
友
の
会

申
込
受
付
は
八
月
十
五
日
⑥
ー

十
月
十
五
日
困

―

案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
、
〒
一

八
六
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
ニ

ー
三
六

N
H
K
学
園
八

E
六
十

一
係
に
講
座
名
、
あ
な
た
の
住
所

郵
便
番
号
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

ハ
ガ
キ
に
記
入
し
て
ご
請
求
く
だ

さ
い
。
案
内
書
は
無
料
で
す
。
ま

た
、
受
講
予
約
の
受
付
も
い
た
し

ま
す
の
で
、
広
報
係
ま
で
お
電
話

く
だ
さ
い
。

0
四
二
五
ー
七
ニ
ー
三

一
五
一
囮

。゚
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一斉にスタート（町民プール）

町内小学校水泳大会成籟:鞍
炉 ， ―

女f種lJに5つの勘記録

町内小学校水泳大会

第
十
一
回
町
内
小
学
校
水
泳
大
会

が
、
夏
休
み
入
り
の
七
月
二
十
二
日

町
民
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
三
年
生
以
下
、
四
年
生
、

五
年
生
、
六
年
生
の
学
年
毎
に
、
自

由
型
、
平
泳
、
背
泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ

リ
レ
ー
を
二
十
種
目
に
わ
た
っ
て
行

い
ま
し
た
。

今
年
は
雨
の
多
い
梅
雨
だ
っ
た
た

め
、
各
学
校
と
も
練
習
が
不
十
分
で

し
た
が
、
選
手
た
ち
は
プ
ー
ル
サ
イ

ド
の
黄
色
い
声
援
を
う
け
て
懸
命
に

カ
泳
、
女
子
に
五
つ
の
新
記
録
が
出

る
な
ど
別
表
の
成
積
を
お
さ
め
ま
し
た
。

喜
多
郡
大
会
は
七
月
二
十
八
日
、
五

十
崎
町
天
神
小
学
校
プ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
二
位
が
三
種
目
、
三
位
が
四
種

目
と
健
闘
し
ま
し
た
。

(B召和61.7.22) 
閃た＼8こ

種 別
男 千 女チ

学年
脹位氏名 タイム学校名備考 氏名タイム学校名備考

1 岩田慎悟 24"3 大谷小 岩岡真理子 22"1 大谷小

拝 2 山崎腸平 24"5 仔子秘j 白岩美里 22"9 中野小

3 白尾善洋 25"2 中野小 和気智恵美 26"3 中野小

］和気 拓 20"2 中野小 東理奈 19"5 仔子林4

25m 
4年 2 上岡茂樹 20"7 中野小 井上由美子 21"3 大谷小

自由形
3 藤原孝行 21"1 正山小 白尼裕美 22"2 中野小

ヅ
l 堀尾明希 20"2 大谷小 吉田美鈴 17"0 正山小 岸年新

5年 2 宮田知和 22"7 正山小 兵頭干鶴 19"3 中野小

3 冨永泰成 23"1 中野小 橋本典＋ 19"5 仔子林4

1 松下消一 16"8 中野小 和気京十 18"2 中野小

6年 2 橋本孝博 17"5 仔子林4 森本明美 20"3 岩谷小

3 清水浩和 19”〇 中野小 消水諭香 20"5 予子林4

］ 岩田偵悟 53"0 大谷小 岩岡真理子 50"3 大谷小

3年
2 清水成仁 56"9 中野小 松尾順＋ l'02"1 岩谷小、人下

3 東明秀 56"9 予子林4

1 山田龍児 50"7 正山小 東理奈 44"8 予子林4

4年 2 和気寛樹 51"7 中野小 白岩美澄 48"0 中野小

50m 
3 冨永 篤 51 "8 大谷小 松尾文香 50"6 中野小

自由形
1 堀尾明希 大谷小 吉田美鈴 正山小 岸年新43"5 37"4 

り
5年 2-和気淳 45"3 中野小 森玲千 45"9 中野小

3 冨永泰成 51 "6 中野小 安川美紀 46"8 正山小

］ 浅野誠司 37"3 仔子林4 阿部佳代 40"7 中野小

6年 2 熊野司 37"5 正山小 池田亜紀 41"6 仔子林小

3 水沼剣生 40"9 大谷小 谷本雪枝 44"6 大谷小

］ 松本昌悟 1'36"2 中野小 兵頭千鶴 l'40"1 中野小

5年 2 中岡佳奈枝 1'48"5 正山小
100m 

3 

） 由形 ］ 浅野誠司 l'24"9 仔子林小 村田富美 1'30"0 正山小

6年 2 松下清一 1'28"0 中野小 和気京子 1'32"2 中野小

3 水沼剣生 1'34"8 大谷小 池田亜紀 1'33"6 予子林4

3斤

l 山田天洋 29"6 正山小 冨永小百合 32"1 大谷小

1下 2 山田育男 29"9 正山小 二宮亜紀子 49"0 中野小

25rn 
3 上岡康貴 正山小33"0 b平泳 I 冨永 篤 25"9 大谷小 井上由美子 29"1 大谷小

4年 2 藤原孝行 26"9 正山小 松尾文香 29"6 中野小

3 和 気拓 27"6 中野小 浜田幸枝 30"2 大谷小

｛ 

学年
男 十 女ヽ ＋ 

種 F1
順位氏名タイム学校名備考 氏名 タイム学校名備考

l 山田耕士 55"3 正山小 崎野美保 53"2 正山小

5年 2 岩岡広志 55"5 大谷小 大野順子 59"7 正山小
50m 

3 宮尾広志 岩谷小 渡辺美紀 子林Ij1'08"8 1'04"2 
平泳

1 山本晃 45"4 正山小 冨永美＋ 56"0 岩谷小

（） 6年 2 前田正樹 48"3 中野小 兵頭知栄 56"7 大谷小

3 寺岡孝 51”〇 大谷小 北田文千 59"3 正山小

1 岩岡広志 2'00"9 大谷小 崎野美保 1'57"5 正山小

5年 2 山田耕士 2'03"7 正山小 安Illあゆみ 2'05"8 正山小

100m 3 大野陽＋ 2'16"3 正山小

平泳 ］山本晃 1'43"6 正山小 森木明美 2'15"7 岩谷小

り
6年 2 前田正樹 1'46"3 中野小

3 安川誠 l'52"0 正山小

25m l 山田龍児 29"3 正山小 谷田典＋ 34"8 中野小

背泳
4年

中野小2 冨永航太 34"5 大野陽子 36"3 正山小

］ 松本昌悟 51"9 中野小 安川美紀 56"5 正山小

5年 2 滝本順子 57”3 中野小

閂；永
3 中岡佳奈枝 57"7 正山小

阿部佳代 49"6 中野小
6年

冨永朗子 中野小l'16"7 

］和気淳 25"6 "t、j‘ 山田千景 21 "3 正山小 吠会新

5年 2 安川あゆみ 25"3 正山小 学年新

2~pパラタイ 3 今宮香奈子 27"4 中野小 学年新

1 金田大輔 23"4 中野小
6年

2 宮本武 中野小31"6 

'50mパタ I 金田大輔 51 "4 中野小 谷本雪枝 1'07"6 大谷小

フライ
6年

新 誠 樹2 1'00"6 大谷小

t 75m個人 I 熊野司 l'16"4 正山小 村田富美 l'19"6 正山小

メドレー
6年

中野小 兵頭久美 大谷小2 和気順 l'26"1 1'21"3 

)50mメド l 正山小学校 2'19"3 大谷小学校 2'39"9 

レー 2 中野小学校 2'35"5 正山小学校 2'41"9 

リレー 3 予子林小学校 3'"04"3 

~OOm 
1 中野小学校 2'52"3 正山小学校 2'46"0 

リレー
2 大谷小学校 2'55"1 中野小学校 2'55"6 

3 予子林小学t3'04"2 岩谷小学校 3'14"8 
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シートベルトの着用指導（国道197号線）

ヽ
ソー トベルト

車社会の身だしなみ

国道で着用を指導

町道京造・見の越線で影切り作業

安
協
肱
川
支
部
で
は
、
七
月
二
十

一
日
、
町
民
運
動
場
手
前
の
国
道
一

九
七
号
線
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
指
導
を
し
ま
し
た
。

安
協
役
員
十
四
名
、
大
野
町
長
、

大
洲
警
察
署
阿
部
部
長
等
が
、
午
前

七
時
三
十
分
か
ら
二
時
間
、
上
り
の

車
を
停
止
さ
せ
て
、
指
導
し
ま
し
た

が
な
か
に
は
、
着
用
の
仕
方
を
知
ら

な
か
っ
た
人
や
、
指
導
を
無
視
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
も
あ
り
、
着
用
率
は
五

+
％
そ
こ
そ
こ
の
状
況
で
し
た
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
人
の
た
め
で

は
な
く
、
自
分
の
命
を
守
る
安
全
ベ

ル
ト
で
す
。
乗
車
し
た
ら
必
ず
締
め

る
習
慣
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

大
洲
交
通
安
全
協
会
肱
川
支
部
で

は
、
七
月
二
十
日
、
夏
の
交
通
安
全

運
動
の
一
還
と
し
て
、
安
協
役
員
六

十
名
が
参
加
し
て
、
県
道
、
町
道
の

影
切
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

町
内
の
道
路
は
カ
ー
ブ
が
多
く
、

夏
に
な
る
と
雑
木
や
雑
草
が
茂
っ
て

見
通
し
が
悪
く
な
り
、
交
通
事
故
等

も
お
こ
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
影
切
り
を
こ
の
時
期
に

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
午
前

七
時
半
か
ら
炎
天
の
中
、
持
参
の
カ

マ
、
ノ
コ
、
柄
ガ
マ
、
チ
ェ
ン
ソ
ー

等
で
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

六
十
名
が

影
切
り
の
奉
仕
作
業

ー
安
協
肱
川
支
部
ー

一
、
運
動
の
目
的

こ
の
運
動
は
、
県
民
一
人
一
人
に

交
通
安
全
知
識
を
普
及
啓
発
し
、
交

通
安
全
思
想
の
高
揚
を
図
り
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習

慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

二
、
運
動
の
期
間

昭
和
6
1
年

9
月
21
日
間

1
9
月

30

日
因
ま
で
の

10
日
間

三
、
推
進
重
点

ー
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

2
、
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者

の
交
通
事
故
防
止

3
、
二
輪
車
を
中
心
と
し
た
無
謀

運
転
の
追
放

交
通
安
全
の

作
文
を
募
集

一
、
作
文
の
題
材

「
我
が
家
の
交
通
安
全
」

交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、
国

民
一
人
一
人
が
交
通
安
全
意
識
を
高
め

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を

実
践
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
、

バ
イ
ク
利
用
者
、
ド
ラ
イ
バ
ー
等
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
あ
る
家
族
の
皆
さ
ん

が
、
折
り
に
ふ
れ
、
機
会
に
ふ
れ
、
身

近
な
交
通
安
全
の
問
題
に
つ
い
て
考
え

話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

秋
の
交
通
安
全
運
動
が

は
じ
ま
り
ま
す

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
、
交
通
安
全
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
内
容
や
方
法
、
話

し
合
っ
た
結
果
、
実
行
し
て
い
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
作
文
に
し
て
下
さ
い
。

二
、
応
募
期
間

昭
和

61
年
7
月
1
日
か
ら
同
年
9
月

2
0
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

三
、
応
募
区
分

．

①
小
学
低
学
年
の
部
（
一
・
ニ
年
）

②
小
学
中
学
年
の
部
（
三
・
四
年
）

③
小
学
高
学
年
の
部
（
五
・
六
年
）

④
母
親
・
一
般
の
部

四
、
応
募
方
法

▽
小
学
生
・
中
学
生
の
部

•
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚
以
内

•
作
文
に
は
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
題

を
つ
け
る
。
作
品
に
は
応
募
区
分

住
所
・
郵
便
番
号
・
氏
名
・
学
校

名
・
学
年
・
学
校
所
在
地
を
明
記

す
る
。

●
送
り
先
東
京
都
千
代
田
区
外
神

田
ニ
ー
ニ
ー
一
七
共
同
ビ
ル
囮

日
本
交
通
福
祉
協
会
交
通
安
全
作

文
募
集
係

▽
母
親
・
一
般
の
部

•
四
百
字
原
稿
用
紙
五
枚
以
内

●
送
り
先
東
京
都
千
代
田
区
霞
が

関
三

I
-
|
―
総
務
庁
交
通
安

全
対
策
室
交
通
安
全
作
文
募
集
係

五
、
賞

▽
最
優
秀
総
務
庁
長
官
賞

各
部
一
名
副
賞
（
母
親
・
一
般

の
部
は
賞
金
十
万
円
、
小
学
校
学

生
の
部
は
記
念
品
）

▽
佳
作
（
一
般
の
部
は
副
賞
一
万
円

小
学
、
中
学
生
の
部
は
記
念
品
）

六
、
主
催
総
務
庁
他
五
団
体
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そよ風にゆれる笹飾り（歩行者天国）

華麗な花火に

納涼客うっとり
盛大に鹿野川夏まつり

恒
例
の
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
は
、
八
月
七
日
に

、
行
わ
れ
、
今
年
は
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
て
町
内
外

か
ら
大
勢
の
人
が
集
ま
り
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

商
工
会
青
年
部
に
よ
る
ビ

ッ
ク
リ
市
に
は
、

今
年
も
金
魚
す
く
い
、
綿
菓
子
、
射
的
、
イ
カ

焼
き
、
タ
コ
焼
き
、
つ
き
氷
、
流
し
ソ
ー
メ
ン

な
ど
の
露
店
が
な
ら
び
子
供
た
ち
の
人
気
を
あ

つ
め
ま
し
た
。

今
年
の
芸
能
イ
ベ
ン

ト
は
、
昭
和

58
年
度
全

日
本
民
謡
大
賞
受
賞
の
新
地
美
津
子
さ
ん
を
、

愛
媛
民
謡
同
好
会
の
皆
さ
ん
と
一
諸
に
招
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
地
さ
ん
は
、
受
賞
曲

「宇
和
島
さ
ん
さ
」
を
は
じ
め
「
郡
上
節
」「
尾

鷲
節
」
な
ど
を
唄
っ
て
日
本
一
の
す
ば
ら
し
い

の
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

夏
ま
つ
り
を
し
め
く
く
る
花
火
は
午
後
九
時

か
ら
打
上
げ
ら
れ
、
夏
の
夜
空
い
っ
ぱ
い
に
色

彩
ゆ
た
か
な
美
し
い
花
が
大
き
く
広
が
り
、
沢

山
の
納
涼
客
を
う

っ
と
り
と
さ
せ
ま
し
た
。

「北国の春」で登場の白岩さん

（カラオケ大会）

〇
肱
川
カ
ラ
オ
ケ
大
賞

「
浪
曲
太
鼓
」

中
田
み
の
る

0
七

夕

賞

八

恵

商

店

0
天
の
川
賞

ク

イ

ー

ン

美

容

室

〇
銀

河

賞

令

和

気

商

店

0
天

の

羽

衣

賞

高

野

頼

信

〇
織

姫

賞

鹿

野

川

主

婦

の

店

0
会

長

賞

冨

永

呉

服

店

0
同

賞

福

栄

堂

菓

子
舗

0
同

賞

冨

永

理

容

0
同

賞

京

屋

呉

服
店

0
同

賞

中

岡

博

〇
努

力

賞

桑

原

電

工

0
同

賞

養

老

酒

造

0
同

賞

池

田

重

雄

0
同

賞

料

亭

と

み

な

が

0
同

賞

三

瀬

電

機

商

会

（参
加
作
品
五
十
六
本
）

七
夕
笹
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

（
大
洲
市

カ
ラ
オ
ケ
大
会
入
賞
者

0
観
光
協
会
長
賞

「
祝
船
」

尾

崎

英

雄

0
青
年
団
長
賞

「わ
か
れ
港
町
」

藤

井

正

（

小

〇
熱

演

賞

「
男
の
港
」

森

岡

一

男

（

0
ユ
ー
モ
ア
賞

「
北
国
の
春
」

白
岩
ト
ヨ
子
（
中

（
大
洲
市
）

ねらい定めて命中…・・（射 的）

薮）

柳
野）
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「宇和島さんさ」を唄う新地美津子さん

予本年子白 〇 山野裕年正和 〇
子昌-へ岩銀本六子-山気金

° 年林悟 同美賞久年へ 四拓賞
銅-六へ丸五澄 美-同兵年へ
賞 年同山年へ松＾ 五頭-同中

ヽ

に点の入へ＾六年吉山森愛＾年土
ー 五和-同尾同浅年千 四 野

甲 仁

使を入選出正年-永内玲へ同-田和
胄 年美 四文六野-鶴冨年誠

用来選―口山-
人

ーロロ 幸理子中四 明丸正本 同保-ヘ-
山 -ヽヘ久年香年誠 -ガ'('-"司

し年作十数 -L.. 和広恵＾野年内美真伊 ＾、金同順 へ

まの品七—斧村気へへ同五-田＾へ：晃清五浩 中 予田五子西中

すポか点 0'--''田順中同五年
中

ゆ正野同ヘ
水年昭今野 子大年＾本野
翌ヽ ヽ

-スら ‘0 富へ野五年-戸か山四六
正呻IJ へ宮四 林輔 中弥四

了 一 こ点 美同六年- 高り四年年-
山 香 同香年 六へ 野生年

- -ノ／‘-松五奈- 年中沖五ヘ-ヽ

"""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""'~"!J '""""""""""""""""""""""'U""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""" 
続医税 なにでまなは す保昇限 えと険費 しが でる負退う時
が療にし制そおせ時健国゜税をりつ 続の者の近まと”ま国担職か‘私
厄費もか度な金ん病康民 の続国まけ影が値年すて国か民し者゜医達
フが限しなえを‘気で健 負け保りて響受上‘°も保な健残医か療が
くふ 度‘のよ出そやあ康 担る税‘いで診り医 高税わ康り療か費お
なぇが私でうし の ケ つ 保 もとも医ま‘す‘療 い へれ 保は 制つ は医
り続あ達すと合時ガて険 ふいそ療す医 る 老 技 “国て険‘度たど者
かけりが゜すいのをもは えうれ費°療 回人術 と民い税私二医うさ
ねる ‘ 負 る医たす‘‘ て関にか 費 数 医 の い健まと達割療なん
ま とこ担 と療めるい日 ゆ係比ふ が が 療 進 う康す‘が-‘費るに
せ制のす て費にかつ、頃 くに例え 大増や歩 話保゜国納をののか
ん度 ま る ものみわ わあし続 幅 え ‘ や を険 のめ自＝でか
゜の>国 大支んかど私 けりてけ にた被治 耳税 補て分祠しつ
存で保 切 出なりん達 で国上る 増 こ 保 療 に- 助いで＾よた

芸能イベント会場はいっぱいの人出（おまつり広場）
鹿
野
川
夏
ま
つ
り

ポ
ス
タ
ー
展
入
選
者

医
療
費
の
負
担
と
医
療
費
の
節
約

そ
こ
で
、
何
回
か
に
分
け
て
、
私

達
の
国
民
健
康
保
険
全
体
に
つ
い
て

考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

費
節
約
の
第
一
歩
で
す
。

◎
お
医
者
さ
ん
を
信
じ
よ
う

少
し
症
状
の
回
復
が
は
か
ば
か
し

く
な
い
と
、
す
ぐ
他
の
お
医
者
さ
ん

に
移
る
人
や
同
じ
病
気
で
二
人
も
三

人
も
の
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
人
も

い
ま
す
。
お
医
者
さ
ん
を
か
え
る
ご

と
に
、
同
じ
よ
う
な
診
療
、
検
査
、

処
置
、
投
薬
を
受
け
る
わ
け
で
そ
の

◎

医

療

費

が

ふ

え

る

要

因

度

に

医

療

費

は

二

倍

三

倍

と

増

え

て

0

町
の
人
口
構
成
の
中
で
、
高
齢
ゆ
き
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
ま
っ

者
の
占
め
る
割
合
が
増
え
て
い
る
た
＜
医
療
費
の
無
駄
づ
か
い
で
す
。

与
J
、一ーグ、

Ir
合
を
g
”
#
5
一
度
お
医
者
さ
ん
を
き
め
た
ら
そ

↓゚
 

？
 ヽ

こ
と

も
治
ン
カ

0
帽
憤
碕
芍
喝
和
珈
信
ッ
澤
昇

訳

》

の
人
に
一
切
を
ま
か
せ
る
ぐ
ら
い
で

且

9
頼

叫

叶

就

。

な

い

と
、
お
医
者
さ
ん
と
の
信
頼
関

き
た
こ
と
ザ

係
に
よ
る
治
療
の
効
果
は
あ
が
り
ま

〇

健

康

を
守
る
た
め
の
努
に
欠
け
せ
ん
。
病
気
を
治
す
の
は
薬
で
な
く

医
師
へ
の
頼
り
す
ぎ
¢

、
5し

9

私
達
の
か
ら
だ
、
体
力
で
あ
る
と
い

”
病
気
に
な
れ
ば
お
医
者
さ
ん
に
か
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

か
る
＂
こ
れ
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
※
来
月
号
で
は
国
民
健
康
保
険

で
す
。
自
分
一
人
が
無
理
を
し
て
、
の
仕
組
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

医
療
費
の
節
約
を
し
て
み
て
も
と
い

う
話
し
も
耳
に
し
ま
す
が
、
こ
の
考

え
か
た
は
改
め
た
い
も
の
で
す
。
・

一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心

づ
か
い
が
医
療
費
増
大
の
大
き
な
歯

止
め
と
な
り
ま
す
。

◎
医
療
費
に
関
心
を
も
と
う

今
ま
で
私
達
は
、
医
療
費
に
つ
い

て
、
あ
ま
り
に
も
無
関
心
で
は
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
医
療
費
が
毎
年
増

大
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
私
達
の
負
担

も
ふ
え
続
け
て
ゆ
く
状
況
の
下
で
は
、

い
や
で
も
医
療
費
を
意
識
し
医
療
費

の
節
約
を
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

医
療
費
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
医
療



領 凪OO涎慈⑤． 四 (8)

lI鼠JIl農饂共済却会総会葺槽道大会

i 

優績表彰者名

筐鬱麗

― 農鉾表名高た済社わよでさ会総度出会のる
協 岩 彰 に 額 え の 会 せ り は れ が 会 の 席 員 川七農
の 組 が 対 加 挨 必 に づ ム 岡 た 盛 並 共 に 二 荘月協
事合なす入拶艮ぉ<

苔

業長〗る者し喜
貝村゜大に済て一に十で

けりの副本に推友六五於 八 は
の は ヤ 優 ー た う る と し 会 総 開 進 の 一 名 て日‘
中 ‘ ℃ 績 三 後 つ 共 現 あ 長 会 催 大 会 年 の ‘鹿去

で、大きな事業である共済事業

が、組合員会員皆様方のご理解

とご協力によって、毎年目標が

達成し積上保有高も二四六億円

の実積になって居る事と共に他

の事に対しても大変ご協力を戴

いており各事業の成果が上ってお

る事を心からお礼をのべ、今年

度の推進目標が早期に達成出来

るようお願いをし挨拶をした。

その後、講演にうつり、大澤

自緊先生より、「活かすころ」と

題し有意義なお話を戴き会員一

同心がなごめ共済の意欲もわい

たようであった

最後に松本金次郎さんの力強

い決議文の朗読があり、今年度

推進目標二七億五C(X〗万円の早期達成が全員の拍手により採

択された。

地区名 氏 名 地区名 氏 名

本 所 鉾岩 勉 本 所 徳本寛光

宇和川 兵頭清暉〖 ク 宮本次雄

ク 東 熊 敏 宇 和 川 土居貞 丸

// 中田勇男 本 所 沖 猶幸

// 安 川正則 予子林 兵頭長市

ク 上甲 勝 本 所 中居善信

予子林 三瀬 正 13名

崎下 山田 野上永根内

俊修輝貞邦和春利春清猶金元利
次

退勝二重務善光義彦重勝幸郎市三

農協職員採用について

尚
、
今
年
度
は
共
済
友
の
会
役
員

の
改
選
時
に
当
り
、
次
の
芳
々
が
役

員
に
選
任
さ
れ
た
。

会

長

岡

村

副

会

長

亀

田

幹

事

松

本

I

中i
 

I
 ”

山

”

山

”

冨
”

村

”

崎
”

岡

”

高

”

西

”

東

”

山

”

山

肱川農協では来春学校卒業予定者を対象に次の

要領で職員を募集します

1、採用予定人員（一般職員）

2、応募資格

0来春、高校・短大・大学卒業見込の者

0町内に居住する組合員の子弟

3、提出書類

0履歴書（写真貼付、用紙は市販のものでよい）

0卒業見込証明書

0成積証明書

0健康診断書

4、応募期間

昭和61年9月1日より昭和61年9月15日まで

5、選考試験日

昭和61年10月1日

応募者には別途試験要領等連絡します

・・・・..男 二名

尚その他詳細については管理課までご連絡下さい

きゅうりの出荷状況

(5月16日～ 7月31日）

こ 数 量 市場売上額 乎均単価

(kg) （円） （円／箱）

5.16~31 2,295 474,400 1, 034 

6. 1~10 11,005 2,355,450 1,070 

11 -20 24, 775 4,468,160 902 

21 ~ 30 47,230 10,123,980 1, 071 

7. 1-10 64,425 14,113,640 1,095 

1 1 ~ 20 62,910 8,179,560 650 

21 ~ 31 80,260 11,895,080 741 

計 292,9000 51,610,270 881 

（前年比） (135%) (109%) (80%) 

肱
川
き
ゅ
う
り
は
、
先
づ
ま
づ
順

き
ゅ
う
リ
の
出
荷
状
況

調
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
が
、
七
月
三

十
一
日
ま
で
の
出
荷
状
況
は
次
の
通

り
で
す
。
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゜森
林
の
公
益
的
な
機
能

水
源
か
ん
養
機
能
に
つ
い
て

森
林
は
私
達
に
多
く
の
め
ぐ
み
を

与
え
て
く
れ
て
い
る
。

木
材
や
き
の
こ
な
ど
沢
山
の
林
産

物
の
ほ
か
に
美
し
い
観
景
や
絶
え
る

こ
と
の
な
い
豊
か
な
水
を
守
り
育
て

て
い
る
。

最
近
水
の
使
用
量
は
急
激
に
増
加

し
て
お
り
、
そ
の
た
め
ダ
ム
建
設
等

に
よ
る
水
資
源
の
開
発
が
各
地
で
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
水
の
需
要
に
追

い
つ
け
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
森
林
の
水
源
か
ん
養

機
能
を
知
り
、
そ
の
機
能
が
充
分
に

発
揮
で
き
る
森
林
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
、
今
後
大
切
で
あ
る
。

森
林
に
降
っ
た
雨
は
一
部
蒸
発
す

る
が
、
残
り
は
地
面
に
達
し
地
表
流

水
と
、
地
下
に
浸
透
す
る
土
壌
浸
透

水
に
分
か
れ
る
。

表
面
流
水
は
短
い
時
間
で
渓
流
水

に
な
る
が
、
浸
透
水
の
一
部
は
根
に

吸
収
さ
れ
蒸
散
さ
れ
る
。

し
か
し
大
部
分
は
地
下
水
と
な
り

長
時
問
か
け
て
流
出
す
る
。

例
え
ば
ス
ポ
ン
ジ
が
水
を
吸
い
こ

み
除
々
に
し
ぼ
っ
て
い
く
と
、
少
し

ず
つ
水
が
流
れ
る
よ
う
に
森
林
は
降

水
を
一
度
に
流
さ
な
い
で
時
間
を
か

け
て
ゆ
っ
く
り
と
流
す
働
き
が
あ
り
、

巨
大
な
水
瓶
の
役
目
を
は
た
し
て
い

杖
な
が
翌
含
五
唸
名
I
I
m
I
I
芯
II

｛喜
II

忍
岳
§

、
う
、
ー
り
な

さ

う

仝

II」、

",119{ぃ，ょリ
る。

愛
媛
県
の
森
林
土
壌
が
一
時
的
に

降
水
を
貯
溜
す
る
量
（
森
林
土
壌
の

粗
孔
隙
に
飽
水
状
態
に
満
た
さ
れ
て

い
る
水
量
、
既
ち
、
ス
ポ
ン
ジ
が
充

分
水
を
吸
収
し
た
量
）
は
、
約
七
億

四
千
万
ト
ン
で
、
建
設
中
の
富
郷
ダ

ム
（
有
効
貯
水
容
菫
四
千
七
百
六
十

万
ト
ン
）
の
約
十
五
基
分
に
相
当
す

る
も
の
で
あ
る
。

本
県
の
森
林
地
帯
へ
の
降
水
量
は

年
問
約
六
十
七
億
ト
ン
で
、
こ
の
う

ち
集
中
豪
雨
等
の
直
接
流
出
量
、
蒸

発
量
等
―
―
-
+
％
を
差
引
く
と
約
四
十

七
億
ト
ン
は
森
林
土
壌
が
補
足
す
る

量
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
樹
木
等
の
蒸

散
量
十
五
％
約
十
億
ト
ン
を
差
引
い

た
約
三
十
七
億
ト
ン
が
水
源
か
ん
養

機
能
に
果
た
す
森
林
の
効
用
で
あ
る
。

水
源
か
ん
養
機
能
を
計
量
化
し
て

み
る
と
、
ダ
ム
に
よ
る
水
の
山
元
生

産
元
価
を
ト

ン
当
り
十
五
円
と
し
た

と
き
五
百
五
十
五
億
円
と
な
る
。

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
森
林
が

水
源
か
ん
養
機
能
を
充
分
発
揮
で
き

る
で
あ
ろ
う
か
。

「
林
野
庁
公
益
的
機
能
研
究
会
」

の
発
表
（
林
業
技
術

No
五
二
五
号
）

を
み
る
と
、
間
伐
等
保
育
が
適
切
に

行
わ
れ
た
ス
ギ
人
工
林
と
間
伐
等
不

実
施
の
ス
ギ
過
密
林
同
じ
く
ヒ
ノ
キ

及
び
保
育
手
入
れ
が
行
わ
れ
な
く
高

木
が
点
在
し
て
い
る
散
生
地
の
公
益

的
な
機
能
の
評
価
を
比
較
し
た
表
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
評
価
の
結
果
を
み
る
と
、
間

伐
等
保
育
が
適
正
に
行
わ
れ
た
ス
ギ

人
工
林
に
比
べ
、

①
洪
水
時
の
増
水
量
は
、
ス
ギ
の
過

密
林
で
二
十
％
、
ヒ
ノ
キ
の
過
密
林

分
及
び
散
生
地
で
―
―
-
+
％
増
加
す
る
。

②
洪
水
時
の
ピ
ー
ク
流
量
は
、
ス
ギ

過
密
林
分
で
四

0
%、
ヒ
ノ
キ
過
密

林
分
、
散
生
地
で
五
十
％
そ
れ
ぞ
れ

増
加
す
る
。

③
渇
水
流
量
は
、
ス
ギ
過
密
林
で
二

+
％
、
ヒ
ノ
キ
過
密
林
お
よ
び
生
地

で
は
三
十
％
そ
れ
ぞ
れ
減
少
す
る
。

④
ま
た
土
壌
浸
食
量
及
び
崩
壊
発
生

面
積
も
そ
れ
ぞ
れ
過
密
林
分
や
散
生

地
で
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
除
間
伐
等
施
業

が
適
正
に
行
わ
れ
た
森
林
は
、
洪
水

時
の
増
水
を
調
節
し
、
渇
水
時
の
流

量
を
増
加
す
る
等
森
林
の
水
源
か
ん

養
機
能
を
充
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
あ
る
。

林
政
課
普
及
教
育
係

表・ 1 評価の結果表ー主に水および土の保全の面について 愛動レいシ呼にこ 出浄深森--,を

針葉樹の過密林 媛を ビま ン応 認の 本来 財い 林山 めい
評価対象森林 I (B） 散生地 乾行‘しポし識時年まを理所をぐぜ

スギヒノキ
椎い 広た ジて を‘ はし 拠解 有守 るん

(B-l)l(B-2) 
(C) 茸‘告°ゥ‘深林国た出と者る厳

の県誌昨ム゜め業際゜し協‘―
ハ と事

①洪水時の増水量 1.21 1.31 1.3 
し続業

消産 等年 等レ るの 森 て力 関町 いく 報
公益的機②洪水時のピーク流量 1.4 1.5 1.5 費材 をに の［ た現 林 い に 係 歩 情 不 告

③渇水流量 0.8 0.7 0.7 拡の利引記卜、め状年 たよ者百勢況

④土壌浸食量 4.014.0 1.5 大需用き念記関をで だりの円のの

⑤崩壊発生面積 1. 6 I 1. s I 7. 4 
を 要し 続行 人係 広あ く‘皆運打中
図 拡 宣 き 事 、 己 、 機 く つ こ今 様動 開‘

（単位：保有が適切に行われた針葉樹人工林(A)を1 り大伝‘を植関ーた と 年方 ーを 林
としたときの指数）林業技術No.525号 ま‘活テ行樹と般‘ がものをと業

能の評価

山
を
守
る

昭和 60年度収支決算書

科目金額

前期繰越 5,395,642円森 組4,997,930円

寄 付金 7,987,930円 県森組2,940,000円

雑誓 入 13,4:：：:：］閂l：村（中島町； 二：悶：閂

収

ス

の

部

支

出

の

部

(60. 4. 1-61. 3. 31) 

摘要

科目

宣伝 費

運動推進費

次期繰越

言十

金額

6,800,000円

2,394,111円

4,223,892円

13,418.003円

摘

テレビ宣伝他

国際 森 林 年 記 念 行事

陳情懇談会費

要

町
歩
百
円
運
動

昭
和
六
十
年
度
決
算
報
告

し
た
。又

、
健
全
な
森
林
を
造
成
す
る
た

に
絶
対
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
問

伐
推
進
は
「
し
ろ
か
き
運
動
」
を
展

開
し
ま
し
た
。
特
に
本
年
度
は
水
源

税
創
設
に
系
統
団
結
と
関
係
団
体
の

総
力
の
結
集
で
、
設
立
に
は
至
ら
な

か
っ
た
も
の
の
六
十
一
年
度
に
継
続

審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
収

穫
で
あ
り
ま
し
た

間
伐
推
進
・
林
業
後
継
者
並
び
に

作
業
員
の
養
成
確
保
・
保
安
林
に
対

す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
・
労
務
問

題
等
々
、
国
・
自
治
体
に
対
し
て
関

係
機
関
と
連
携
し
て
陳
情
、
要
請
を

反
復
し
て
行
な
い
ま
し
た
。
昭
和
六

十
年
度
の
収
支
決
算
書
は
別
表
の
と

お
り
。
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l ------ 瓢璽ー ーパ誓呈・' l 
！ 優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ; 

i - i 
I即 ll町森林組合乾椎茸相場表 I i 
1. 市売日 …昭和61年 7月26日 ！ 
1. 販売数量・・ 19 9ケース 3,613. 7kg f 
1. 数量内容及び平均単価 ！ 

香信 ドン コ特用 バレコー コ そ の他

1. 銘柄別価格

1 ：□ I：3:6: Il :：：7:I□ 1:>~I

---------[ 

第 41 6回市昭和61年 7月17日

肱川土場木材相場表 県森連市より （単位オ当り：円）

長さ
ス キ゚ ヒ ノ キ

そ＼ の他未口径 マッ
チョクマガリ チョクマガリ

7 cm下 本 207本 44 本 312本 44 松羹パ）レプ
8 cm.:..1::. 42 22 52 31 口さ 6 cm 上

4m  12cm上 49 30 121 106 18cm上 57 2m  

18cm上 57 134 24cm上 68
31P: 

30cm上 92 215 30cm上 82 雑羹パルプ

7 cm下 本 77 本 19本 129本 19 口さ 6 cm 上
2m  

8 cm上 29 20 33 23 39F 

3 m 
11cm上 29 20 67 23 バ リ材

113::m&m（OO 二）
61 138 18cm上 57 材（松・杉・桧）
92 180 24cm上 61 未 口 3~ 6cm 

18cm上 50 120 30cm上 68 長さ 2m  
7 cm下 本 31本一 本 31本 一 1本71F

2m  8 cm上 15 8 15 8 
16cm上 28 15 50 31 13cm上 31 杉公ハ リ材

30cm上 57 llO 30cm上 31 16cm-22cm 

L忘忘忘(::)国（因三，i

68 197 3 m61円
6m  

96 296 4 m64円

llO 232 5 m85円
特 選

250 513 6 m75円

足場 lm当り 25~ 150円 尺当り 8~ 50円ー等材

備考
依然檜材については、 3 m~  6 m柱材を中心に好相場。

又、檜材は品薄が続き高値なるも、杉材は買気鈍く弱気配い。

`---------·~----

銘 柄 単 価 銘 柄 単 価

大 厚 8, 3 6 0 ドンコ小 3, 3 4 0 

中 厚上 特用大葉 5, 5 2 0 

中 厚並 5, 1 7 0 大バレ 2, 5 9 0 

/Jヽ 厚 3, 5 7 0 特用中葉 4, 0 7 0 

大 ウ ス 7, 0 7 0 中 バレ 2, 4 4 0 

中ウス上 特用小葉 2, 8 7 0 

中ウス並 5, 7 9 0 4ヽ バレ 1, 9 2 0 

/」ヽ ウ ス 3, 0 0 0 変形大 3, 2 5 0 

ジャミウス 2, 5 6 0 変形小 2, 8 2 0 

ドン コ 大 6, 2 7 0 色 落 1, 5 0 0 

ドンコ中 4, 2 2 0 コ ー コ

収
穫
の
秋
も
近
付
い
て

き
ま
し
た
が
、
秋
は
又
、

台
風
の
季
節
で
も
あ
り
ま

す
。
七
月
の
豪
雨
で
は
大

洲
市
の
成
能
を
始
め
、
中

居
谷
に
お
い
て
も
土
砂
崩

れ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
所
は
「
治
山

事
業
」
に
よ

っ
て
復
旧
し
、

再
び
災
害
が
発
生
し
な
い

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
復
旧
工
事
を
す
る

た
め
に
は
、
そ
の
区
域
が

「保
安
林
」
で
あ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
保
安
林
と
は

何
か
。
他
の
森
林
と
ど
こ

が
違
う
の
か
と
申
し
ま
す

と
、
木
材
生
産
以
外
に
森

林
に
は
水
を
は
ぐ
く
み
、

土
砂
崩
れ
を
防
ぐ
等
の
様
々

な
働
き
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
し
た
森
林
の
中
で
特

に
重
要
な
働
き
が
期
待
さ

れ
、
又
住
民
生
活
に
深
い

係
わ
り
を
持
っ
て
お
り
ま

す
森
林
を
「
保
安
林
」
と

し
て
指
定
お
り
ま
す
。

堡
女
林
に
は
機
能
に
よ
っ

て
1
7
種
類
あ
り
、
そ
の
う

ち
肱
川
町
に
は
「
水
源
か

ん
養
保
安
林
」
「
土
砂
流
出
防
備
保

安
林
」

．

「
保
健
保
安
林
」
の

3
種
類

が
あ
り
ま
す
。
（
別
表
）

こ
れ
ら
の
保
安
林
の
働
き
に
は
次
の

事
が
あ
り
ま
す
。

「
水
源
か
ん
養
保
安
林
」

雨
水
を
裸
地
の

30
倍
・
畑
の

7
.
5

倍
も
吸
い
込
む
こ
と
で
、
水
が
一
度
に

流
れ
出
る
こ
と
を
防
ぎ
、
地
下
水
と
し

て
貯
え
る
こ
と
で
、
川
を
涸
れ
さ
せ
な

か
い
働
き
が
あ
り

ま
す
。「

土
砂
流
出
防

備
保
安
林
」

雨
滴
が
直
接
地

面
に
当
っ
た
り
、

水
の
流
れ
に
よ
る

土
壌
の
侵
食
及
び

土
砂
の
流
出
を
防

ぎ
、
地
中
の
根
に

よ
っ
て
山
崩
れ
を

防
ぐ
働
き
を
し
て

い
ま
す
。

「
保
健
堡
森
」

汚
れ
た
空
気
を

き
れ
い
に
し
、
騒

音
を
防
ぎ
、
心
に

安
ら
ぎ
を
与
え
、

レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン

の
場
を
提
供
す
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。

（別表） 肱 JII 町 の 保 安 林 (ha) 

森林面積 水かん 土 流 保 健 計 保安林率

4,562 451 64 7
 

522 14.4% 

保
安
林
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

こ
う
し
た
働
き
は
森
林

の
公
益
的
機
能
と
し
て
近

年
特
に
注
目
を
集
め
て
お

り
、
全
国
で
保
安
林
の
設

置
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す。
肱
川
町
の
場
合
、
保
安
林
の
設
置
率

は
1
4
.
4
％
で
あ
っ
て
、
全
国
平
均
の

31
.
4
％
と
比
べ
て
も
ま
だ
ら
ま
だ
少

な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
又
、
肱
川
町

は
全
般
的
に
急
な
箇
所
が
多
い
た
め
、

災
害
の
発
生
が
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
私
達
の
生

活
の
場
を
守
る
う
え
で
、
こ
れ
か
ら
の

保
安
林
の
設
置
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま

す。

林
業
改
良
指
導
員
金
本
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口
プ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
定
植
準
備

プ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
八
月
中
旬
に
育
苗

床
に
タ
ネ
ま
き
し
、
二
十
日
か
ら
二
十

五
日
の
苗
を
定
植
す
る
。

そ
れ
ま
で
に
本
圃
の
定
植
を
早
目
に

準
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

プ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
深
根
性
の
作
物
で

あ
る
た
め
、
深
耕
す
る
。

と
く
に
水
田
の
場
合
は
湿
害
を
受
け

や
す
い
の
で
、
排
水
を
良
好
に
し
高
う

ね
づ
く
り
と
す
る
。

元
肥
の
施
用
は
定
植
の
十
日
位
前
に
、

十
ア
ー
ル
当
た
り
苦
土
石
灰
を
一
五
〇

迎
、
堆
肥
二

0
0
0
k
g以
上
を
全
面
に

施
し
て
耕
起
、
砕
土
し
、
苦
土
六
十
認
、

燐
加
安
十
四
号
一
0
0
~
を
施
し
、
整

地
、
う
ね
上
げ
（
畦
巾
ニ
―
―
五

cm)
を

す
る
。九

月
は
台
風
や
降
雨
の
日
が
多
い
の

で
、
整
地
の
作
業
は
早
目
に
準
備
し
、

適
期
（
ポ
ッ
ト
苗
で
本
葉
―
―
―
枚
）
に
定

植
す
る
。

定
植
の
株
間
は
三
五

cm
の
二
条
千
鳥

と
す
る
。

定
植
の
根
傷
み
は
、
そ
の
後
の
生
育

に
影
響
す
る
の
で
、
日
中
高
湿
を
避
け
、

早
朝
や
夕
方
に
行
な
う
。

乾
燥
し
て
い
る
時
は
淮
水
を
す
る
と

活
着
が
よ
い
。

活
着
後
は
外
葉
数
を
大
き
く
作
る
こ

と
が
、
良
い
花
奮
を
作
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
ぞ
の
後
の
管
理
が
大
切
で
あ
る
。

定
植
後
、
ヨ
ト
ラ
ム
の
被
害
が
あ
る

の
で
、
ダ
イ
ジ
ス
ト
ン
粒
剤
、
ま
た
は

カ
ル
ホ
ス
微
粒
剤
の
定
植
直
前
施
用
に

よ
っ
て
予
防
す
る
。ロ

一
、
水
管
理

穂
ば
ら
み
期
を
中
心
に
、
幼
穂
形
成

期
か
ら
出
穂
期
に
か
け
、
花
水
と
い
わ

れ
、
水
が
必
要
な
時
期
で
す
。

し
か
し
、
根
の
酸
素
要
求
度
も
高
い

の
で
、
い
つ
も
水
を
湛
め
て
お
く
と
根

腐
れ
を
起
こ
し
や
す
い
た
め
、
開
花
期

に
浅
水
湛
水
、
開
花
期
以
後
は
間
断
灌

水
に
よ
り
、
根
に
活
力
を
与
え
る
よ
う

に
す
る
。

二
、
病
害
虫
の
防
除

0

穂
い
も
ち
病

本
年
の
水
穂
は
、
軟
弱
気
味
に
成
育

し
て
お
り
、
葉
い
も
ち
病
の
発
生
が
多

く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
防
除
に

注
意
す
る
。

と
く
に
、
例
年
穂
い
も
ち
病
の
発
生

す
る
水
田
や
現
在
葉
い
も
ち
病
の
発
生

.1
,
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楢

し
て
い
る
水
穂
は
、
出
穂
前
後
の
防
除

を
徹
底
す
る
。

o
ッ
ト
ム
シ
、
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

高
温
多
湿
に
な
る
と
大
発
生
し
、
止

葉
を
食
害
し
、
登
熟
が
悪
く
な
る
の
で
、

早
期
発
見
、
早
期
防
除
に
努
め
る
。
虫

が
大
き
く
な
る
と
、
薬
の
効
果
が
劣
る
。

0

ウ

ン

カ

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
（
夏
ウ
ン
カ
）
の
発

生
が
多
か
っ
た
の
で
、
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン

カ
（
秋
ウ
ン
カ
）
の
発
生
も
多
く
な
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
株
元
を
注
意
し

て
見
る
。

発
生
量
が
多
い
と
、
早
期
防
除
に
努

め
る
。

大
豆
•
黒
大
豆
の
管
理

一
、
病
害
虫
の
防
除

0

紫
斑
病

子
実
に
紫
色
の
病
斑
が
で
き
、
商
品

価
値
を
低
下
さ
せ
る
被
害
で
あ
る
。

子
実
の
太
る
時
期
に
、
薬
剤
を
散
布

し
て
防
除
す
る
。

0

サ
ヤ
タ
マ
バ
エ
、
カ
メ
ム
シ

子
実
を
食
害
し
、
大
豆
の
品
質
を
低

下
さ
せ
被
害
が
あ
る
。

紫
斑
病
と
同
時
防
除
で
、
ス
ミ
ト
ッ

。フ
ワ
粉
剤
を
散
布
す
る
。

0

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

葉
を
食
害
し
、
豆
の
太
り
を
悪
く
す

る
。
虫
が
太
る
と
葉
の
効
果
が
劣
る
。

農
薬
の
散
布
す
る
場
合
は
、
養
蚕
や

家
畜
等
に
被
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、

注
意
し
、
桑
国
、
蚕
舎
、
牛
舎
、
住
宅

等
の
周
辺
で
は
、
連
絡
を
取
り
合
い
、

液
剤
か
粒
剤
等
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

二
戻
樹
の
管
国
に

栗
防
除
は
、
中
晩
生
を
重
点
に
モ
モ
ノ

ゴ
マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ
に
対
し
、
八
月
の

上
旬
と
下
旬
の
二
回
、
エ
ル
サ
ン
粉
剤

を
1
0
a
当
り
六

I
-
0
k
g
か
、
エ
ル
サ

ン
乳
剤
千
倍
を
散
布
し
て
下
さ
い
。
ク

リ
イ
ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
も
有
効
で
す
。

早
生
種
で
は
、
八
月
下
旬
か
ら
収
穫

が
始
ま
わ
り
ま
す
。
庭
先
選
別
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

秋
晩
つ
い
て
は
、
翌
年
の
雌
花
を
多

く
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
九
月
中

旬
ま
で
に
施
用
し
て
下
さ
い
。

ゆ

ず

夏
に
乾
燥
が
つ
づ
く
と
、
果
実
の
発

育
が
停
止
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
か
ん

水
の
で
き
る
と
こ
ろ
は
行
い
、
で
き
な

い
と
こ
ろ
は
敷
草
を
し
、
土
壌
の
乾
燥

防
止
に
つ
と
め
て
下
さ
い
。

―

防
除
と
し
て
は
、
八
月
中
旬
に
カ
イ

ガ
ラ
ム
シ
類
に
は
ス
プ
ラ
サ
イ
ド
水
和

剤
一
、
五

0
0
倍
、
ダ
ニ
類
に
は
ダ
ン

カ
ッ
ト
乳
剤
一
、

0
0
0
倍
を
散
布
し

て
下
さ
い
。

初
秋
肥
に
つ
い
て
は
、
果
実
の
発
育
、

棚
勢
維
持
に
利
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
九

月
中
旬
に
施
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
イ
ガ
ツ
ミ
は
必
ず
行
い
、
果

実
に
対
し
て
キ
ズ
果
を
作
ら
な
い
よ
う

注
意
し
て
下
さ
い
。

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

か
ん
水
は
、
樹
体
内
の
水
分
不
均
衡

を
是
正
し
樹
勢
維
持
に
は
重
要
で
す
。

ま
た
敷
き
草
で
、
地
面
か
ら
の
水
分
蒸

発
を
防
ぐ
こ
と
も
、
か
ん
水
労
力
を
軽

減
す
る
上
で
必
要
で
す
。

9
月

L
Pガ
ス

配
達
予
定
日

大

谷

・

肱

栄

2
（火）

12
（金）

22
（月）

小

薮

・

汗

生

5
（金）

20
（土）

予
子
林
・
大
駄
場

8
（月）

24
（水）

正

山

・

中

居

谷

10
（水）

25
（木）

月

野

尾

・

岩

谷

16
（水）

30
（火）

中

津

・

小

倉

17
（水）

9
月
12
日
（
金
）
小
薮
方
面

9
月
19
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

9
月
醤
油
配
達
予
定
日

9
月
2
日
（
火
）
月
ノ
尾
・
小
薮

9
月
3
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林

9
月
4
日
（
木
）
宇
和
川
南

9
月
9
日
（
火
）
宇
和
川
北

9
月
10
日
（
水
）
岩
谷
方
面

9
月
11
日
（
木
）
大
谷
方
面

9
月
16
日
（
火
）
月
ノ
尾
・
小
薮

9
月
17
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林

9
月
18
日
（
木
）
宇
和
川
南

9
月
24
日
（
水
）
宇
和
川
北

9
月
25
日
（
木
）
岩
谷
方
面

9
月
26
日
（
金
）
大
谷
方
面

9
月
30
日
（
火
）
月
ノ
尾
・
小
薮
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肱
川
町
同
和
教
育
協
議
会
で
は
、
七

月
二
十
九
日
に
肱
川
町
公
民
館
で
総
会

並
び
に
研
修
会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
学
習
課
題
を
「
差
別

の
現
実
に
学
ぶ
」
と
し
●
川
之
江
市
の

三
好
達
雄
さ
ん
か
ら
、
体
験
を
通
し
て

の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
和
教
育
が
め
ざ
す
最
終
目
標
は
、

「
子
供
た
ち
が
差
別
の
涙
を
流
さ
な
い
」

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
目
標
に
向
け

て
確
実
に
進
め
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
、
全
国
同
和
教
育
研
究
大
会

が
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
十
二
月
一
日

ま
で
、
松
山
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
契
機
と
し
て
、
一
人
一
人
が
国
民

的
課
題
の
同
和
問
題
の
解
決
に
向
か
っ

呑送因立国砂誌起Iii
[叫l町同和教育協議会

研修会____J

て
取
り
組
み
を
新
た
に
し
た
い
も
の
で

す。
以
下
、
三
好
さ
ん
の
講
演
を
紹
介
し

ま
す
。こ

の
よ
う
に
盛
大
な
研
修
会
の
場
で
、

発
表
の
機
会
を
得
ま
し
た
こ
と
を
あ
り

が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
申
し
述
べ

た
い
こ
と
は
い
っ
ば
い
あ
る
の
で
す
が
、

部
落
に
生
ま
れ
た
者
の
誰
れ
も
が
持
つ

苦
し
み
、
子
を
持
つ
が
故
の
親
の
悩
み

や
願
い
、
と
い
っ
た
も
の
を
中
心
に
お

話
申
し
上
げ
て
、
今
後
の
肱
川
町
の
同

和
教
育
の
進
展
に
生
か
し
て
い
た
だ
＜

こ
と
が
で
き
た
ら
、
幸
い
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
ず
、
私
共
に
は
「
こ
こ
が
私
の
ふ

る
さ
と
で
す
」
と
、
自
ら
が
住
ん
で
い

る
所
を
胸
を
張
っ
て
言
え
な
い
と
い
う

現
実
が
あ
り
ま
す
。
「
あ
ん
た
、
ど
こ

か
ら
来
た
ん
な
。
」
と
か
、
「
ど
こ
に
住

ん
ど
ん
。
」
と
か
、
人
は
よ
く
尋
ね
ま
す
。

「
上
分
の

8

0
ょ
。
」
と
、
答
え
れ
ば

よ
い
の
で
す
が
、
「
上
分
の
△
△
△
よ
6

」

と
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
ぜ
、
そ
う

い
う
言
葉
が
出
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う

か
。
素
直
に

0
0
0で
す
と
い
っ
て
し

ま
っ
た
な
ら
、
そ
こ
に
は
、
厳
し
い
現

実
が
待
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
自
分
の

生
ま
れ
た
場
所
を
、
住
ん
で
い
る
所
を

素
直
に
明
か
し
た
ば
っ
か
り
に
、
職
場

を
追
わ
れ
た
人
が
お
り
、
友
を
失
い
、

恋
人
に
去
ら
れ
、
結
婚
が
こ
わ
さ
れ
て

失
意
の
ど
ん
底
に
追
い
や
ら
れ
る
と
い
っ

た
事
実
を
、
余
り
に
も
多
く
見
聞
き
し
、

そ
し
て
体
験
し
て
き
ま
し
た
。
結
果
と

し
て
、
本
能
的
に
自
ら
の
ふ
る
さ
と
を

隠
す
こ
と
を
覚
え
て
し
ま
う
の
で
す
。

現実から学ぶ

何
と
悲
し
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

、。カ

「
私
は

0
0で
す
。
」
と
い
う
の
に
二

十
五
年
か
か
り
ま
し
た
。
結
局
、
そ
の

二
十
五
年
間
は
、
差
別
に
背
を
向
け
、

負
け
続
け
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
姿
は
、
惨
め
な
、
苦
し
み
以
外
の

何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
親
と
な
り
、

先
輩
諸
氏
に
引
っ
ば
ら
れ
て
解
放
に
目

覚
め
、
学
習
を
積
ん
で
い
く
中
で
、
差

別
に
背
を
向
け
る
限
り
、
差
別
は
ど
こ

ま
で
も
追
っ
て
く
る
の
だ
と
い
う
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

自
ら
が
歩
ん
で
き
た
苦
し
み
を
我
が

子
に
背
負
わ
せ
て
は
い
け
な
い
。
苦
し

く
と
も
、
自
ら
が
「

cc()で
す
。
」
と
、

名
乗
る
こ
と
を
通
し
て
差
別
と
闘
っ
て

い
き
た
い
。
そ
れ
が
、
我
が
子
の
幸
せ

に
通
じ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
自
ら

の
ふ
る
さ
と
―
つ
を
名
乗
る
に
も
、
私

た
ち
は
全
神
経
を
張
り
つ
め
て
き
た
と

い
う
こ
と
を
、
ま
ず
御
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
に
、
子
を
持
つ
親
で
あ
る
が

故
の
、
そ
し
て
部
落
の
親
に
し
か
な
い

悩
み
や
願
い
と
言
っ
た
も
の
に
つ
い
て

お
聞
き
下
さ
い
。

私
に
は
、
高
校
一
年
と
中
学
二

2
年

に
な
る
二
人
の
息
子
が
お
り
ま
す
。
子

を
思
う
親
の
愛
情
の
深
さ
は
、
こ
こ
に

お
い
で
の
ど
な
た
に
も
負
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
に
は
、
親

の
愛
情
だ
け
で
は
解
決
し
て
や
れ
な
い

厳
し
い
差
別
の
壁
が
あ
り
ま
す
。
部
落

差
別
が
、
人
の
値
打
ち
だ
と
か
、
努
力

の
尊
さ
を
、
た
だ
、
そ
こ
に
生
ま
れ
た

と
い
う
だ
け
で
否
定
し
て
し
ま
う
限
り
、

子
供
た
ち
の
生
き
る
社
会
に
希
望
は
あ

り
ま
せ
ん
。
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
い

る
と
は
い
う
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
子
供

た
ち
が
胸
張
っ
て
生
き
る
に
は
、
障
害

が
多
い
の
で
す
。

部
落
の
親
た
ち
が
抱
え
て
い
る
共
通

の
悩
み
は
、
子
た
ち
が
部
落
の
子
で
あ

る
と
い
う
、
自
ら
の
立
場
を
知
っ
た
と

き
、
ど
う
反
応
し
、
ど
う
生
き
て
い
っ

て
く
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
番

辛
く
苦
し
い
こ
と
は
、

「
な
ぜ
部
落
の

子
に
生
ん
だ
の
か
。
」
と
、
責
め
ら
れ
、

恨
み
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
事
実
、

そ
う
い
わ
れ
た
お
父
さ
ん
も
あ
り
ま
し

た
。
暗
く
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
付
い
て
ま

わ
る
限
り
、
そ
の
心
配
が
付
き
ま
と
い

ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
に
は
、
ど
う
に

も
で
き
な
い
悩
み
な
の
で
す
。

「
う
ち
の
子
は
い
つ
気
付
く
の
だ
ろ
う

か。
」
「
親
と
し
て
、
ど
う
対
処
し
た
ら

い
い
の
だ
ろ
う
か
。
」
「
や
は
り
知
ら
せ

る
べ
き
か
。
」
「
で
き
る
こ
と
な
ら
、
何

も
知
ら
せ
ず
に
成
人
し
て
ほ
し
い
。
」
な

ど
と
、
気
付
い
て
い
な
い
子
も
、
知
っ

て
し
ま
っ
た
子
を
持
つ
親
も
、
そ
れ
ぞ

れ
に
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
の
で
す
。

私
共
の
方
針
は
、
妻
の
体
験
か
ら
も
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
き
ち
ん
と
知

ら
せ
て
や
り
た
い
の
で
す
。
正
し
く
知
っ

て
お
れ
ば
、
な
に
か
の
矛
盾
に
気
付
い

た
と
き
、
正
し
く
反
論
で
き
る
し
、
強

く
生
き
て
い
け
る
は
ず
だ
と
い
う
考
え

で
す
。
妻
は
子
供
の
教
科
書
に
部
落
問

題
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
を
と
ら
え
て
、

そ
れ
と
な
く
自
ら
の
立
場
を
知
ら
せ
る

機
会
を
慎
重
に
、
し
か
も
胸
を
熱
く
さ

せ
な
が
ら
伺
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
私
は
妻
の
日
記
を

見
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
な
に
か
の
参

考
に
な
れ
ば
と
思
い
読
ん
で
見
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
息
子
に
部
落
で

あ
る
と
言
う
こ
と
を
教
え
た
と
き
の
子

供
と
の
対
話
を
書
き
と
め
た
も
の
で
す

が
、
聞
い
て
下
さ
い
。

—
子
供
が
早
く
気
付
い
て
ほ
し
い
、

知
っ
て
ほ
し
い
。
な
に
か
の
矛
盾
に
気

付
い
た
と
き
、
そ
れ
が
差
別
の
問
題
だ

と
知
っ
て
苦
し
ま
ぬ
よ
う
に
、
そ
う
思

い
、
そ
う
信
じ
て
子
供
に
は
で
き
る
だ

け
の
情
報
を
与
え
て
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
愚
か
な
母
が

子
に
し
て
や
れ
る
最
良
の
方
法
だ
と
思
っ

こ。t
 長

男
が
中
学
二
年
の
と
き
、
「
お
母

さ
ん
、
ぼ
く
、
今
日
学
活
の
時
間
に
映

画
見
た
ん
よ
。
」
と
、
子
供
の
声
を
背
中

に
聞
き
な
が
ら
、
夕
食
の
仕
度
を
し
て

い
た
私
は
、
ハ
ッ
！
と
胸
を
つ
か
れ
る

思
い
で
あ
っ
た
。

「な
ん
の
映
画
じ
ゃ
っ

た
ん
。
」
「
ま
ご
こ
ろ
の
川
じ
ゃ
あ
。
」

「ど
ん
な
映
画
？
。
」

「病
院
で
仕
事
し
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よ
る
姉
さ
ん
が
部
落
じ
ゃ
い
う
ん
で
色
々

差
別
さ
れ
る
ん
よ
。
」
「
あ
あ
、
そ
の
映

画
な
ら
お
母
さ
ん
も
同
和
学
習
会
で
見

た
ん
よ
。

0
0君
ど
う
思
っ
た
？
。
」

「
お
母
さ
ん
差
別
す
る
方
が
悪
い
ん
じ
ゃ、

ほ
う
じ
ゃ
ね
え
！
」
「

8
君、

0
0

0
も
部
落
よ
！
。
」
「
オ
ヨ
ヨ

…
…
」
一

歩
、
う
し
ろ
へ
よ
ろ
け
ぇ
る
ふ
り
を
す

る
我
が
子
。

オ
ヨ
ヨ
と
顔
で
は
お
ど
け
て
見
せ
て

は
い
る
が
、
一
瞬
、
我
が
子
の
瞳
の
中

に
陰
り
を
見
た
の
は
、
親
の
ひ
が
み
で

し
ょ
う
か
…
…
。
「

O
O君
、
知
ら
ん

か
っ
た
ん
？
。
」
「
ぼ
く
、
こ
こ
が
部
落

と
は
知
ら
ん
か
っ
た
よ
。
六
年
生
の
頃

｀
か
ら
、
お
母
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
と
聞
い

と
っ
た
か
ら
、
な
に
か
少
し
は
差
別
さ

れ
と
る
ん
か
な
、
と
は
思
う
と
っ
た
け

ど
…
…
。
お
母
さ
ん
、
今
頃
差
別
す
る

人
な
ん
か
お
ら
ん
よ
。
」

な
る
べ
く
平
気
な
顔
で
話
そ
う
と
す

る
が
、
言
葉
が
出
て
こ
な
い
。
「

O
O

君
、
そ
ん
な
授
業
苦
し
く
な
い
？
。
」

「
別
に
…
…
ど
う
し
て
！
」
「
ほ
う
じ
ゃ

ね
え
、
苦
し
い
は
ず
な
い
よ
ね
え
、
で

も
大
事
な
こ
と
じ
ゃ
け
ん
、
よ
う
勉
強

し
と
き
ん
よ
。
で
も
う
れ
し
い
よ
、
こ

れ
か
ら
な
ん
で
も
お
ま
え
と
話
し
が
で

き
る
し
、
相
談
も
で
き
る
わ
ね
。
だ
け

ど、

C
X
)
君
、
こ
ん
な
話
、
弟
の
△
△

君
に
は
ど
う
じ
ゃ
ろ
う
か
ね
え
。
」
半
分

聞
か
ん
ふ
り
を
し
な
が
ら
、

「知
ら
ん

か
っ
た
ら
、
知
ら
ん
か
っ
た
で
え
え
ん

じ
ゃ
な
な
い
。
」

私
は
、
抱
き
し
め
て
や
り
た
い
、
大

声
で
泣
き
た
い
気
付
ち
で
い
っ
ば
い
だ
っ

た
。
な
ん
で
も
な
い
ふ
り
を
し
て
い
る

我
が
子
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
授
業
を
受

け
、
映
画
を
見
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

か
ら
の
授
業
を
こ
の
子
は
…
…
。
す
べ

て
親
で
あ
る
私
の
責
任
な
の
で
す
。
今

か
ら
の
方
が
大
き
な
山
あ
り
、
暗
い
森

あ
り
、
愚
か
な
母
も
い
っ
し
ょ
に
勉
強

し
、
い
っ
し
ょ
に
乗
り
越
え
て
か
ね
ば

な
ら
な
い
の
だ
ー
・

10
オ
の
や
ん
ち
ゃ
盛

り
の
頃
か
ら
、
大
き
な
荷
物
を
背
負
わ

せ
て
し
ま
っ
た
愚
か
な
私
。
こ
の
罪
を

な
ん
で
償
え
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
！

こ
の
思
い
は
妻
一
人
の
も
の
で
は
な

く
、
部
落
の
親
に
共
通
す
る
も
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
妻
は
、
我
が
子

を
苦
し
ま
せ
る
の
は
す
べ
て
、
母
で
あ

る
私
の
責
任
と
い
い
、

「
こ
の
罪
を
な 婦人会の学習

ん
で
償
え
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
」
と、

結
ん
で
い
ま
す
が
、
部
落
の
母
は
皆
、

一
生
こ
の
罪
を
背
負
い
続
け
ね
ば
い
け

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
本
当
に
私
た
ち

部
落
の
親
の
子
に
対
す
る
罪
な
の
で
し
ょ

、。

ぅ
カ人

は
誰
れ
も
、
こ
の
世
生
ま
れ
て
く

る
上
で
、
二
つ
の
不
可
能
を
背
負
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
生
ま
れ

て
く
る
子
が
自
ら
生
ま
れ
る
場
所
を
選

べ
な
い
こ
と
と
、
親
を
選
択
で
き
な
い

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

結
局
、
責
任
で
な
い
こ
と
を
責
任
と

思
わ
せ
、
罪
で
な
い
こ
と
を
罪
と
思
い

こ
ま
せ
て
、
苦
し
め
る
も
の
が
こ
の
世

に
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
部
落
差
別
の

厳
し
さ
で
あ
り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は

こ
の
上
な
く
し
ん
ど
い
重
荷
な
の
で
す
。

私
た
ち
の
願
い
は
、
た
だ
ひ
と
つ
、

我
が
子
た
ち
が
の
び
の
び
と
力
い
っ
ば

い
生
き
て
い
け
る
世
の
中
、
生
ま
れ
れ

て
き
て
よ
か
っ
た
と
自
ら
の
努
力
が
報

わ
れ
る
世
の
中
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

か
け
が
え
の
な
い
命
で
す
。
差
別
に
打

ち
ひ
し
が
れ
な
が
ら
生
き
さ
せ
る
ほ
ど
、

親
と
し
て
辛
く
、
苦
し
い
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
子
供
た
ち
に
は
胸
を
張
っ
て

生
き
て
い
け
る
世
の
中
を
、
一
日
も
早

く
実
現
し
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

第

38
回
全
国
同
和
教
育
研
究
大
会

●

と

き

昭

和

61
年

11
月

29
日
ー
12
月

1
日

●
と
こ
ろ
松
山
市
県
民
文
化
会
館
ほ
か

33
会
場

差
別
の
現
実
か
ら
深
く
習
び
、
生
活
を
高
め

未
来
を
保
障
す
る
教
育
を
確
立
し
よ
う
。

最
近
、
朝
食
抜
き
で
登
校
す
る
子
供

や
、
歯
み
が
き
洗
顔
、
排
便
な
ど
の
生

活
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
子
供
が

多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

健
康
は
、
早
寝
早
起
き
の
規
則
正
し

い
生
活
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま

す。
登
校
の
二
時
間
く
ら
い
前
に
は
“
自

分
で
起
き
る
習
慣
”
を
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
健
康
増
進
の
上
か
ら
も
「
早
起
き

は
―
-
＿
文
の
得
」
で
す
。

0

時
間
の
余
裕
を
も
っ
て
身
支
度
（
衣

類
の
着
脱
）
や
生
活
習
慣
づ
く
り
（
洗

顔
・
歯
み
が
き
・
食
事
・
排
便
等
）
が

で
き
る
。

0

動
植
物
の
世
話
・
窓
開
け
・
牛
乳
や

新
聞
は
こ
び
な
ど
、
年
齢
に
応
じ
た
家

事
手
伝
い
に
参
加
で
き
る
。

0

ラ
ジ
オ
体
操
・
な
わ
と
び
・
ラ
ン
ニ

ン
グ
等
の
家
族
ぐ
る
み
の
運
動
も
実
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

手
伝
い
や
運
動
で
朝
・
体
を
動
か
す

こ
と
は
、
全
禅
経
を
目
覚
め
さ
せ
る
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
と
も
な
り
、
す
っ
き
り

し
た
頭
で
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

早
起
き
の
習
慣
は
、
た
く
ま
し
い
心

と
体
を
つ
く
る
基
盤
と
な
り
ま
す
。

“
健
康
は
生
涯
の
宝
”
で
す
。

お
母
さ
ん
＇
・
早
寝
早
起
き
の
指
導
を

出
番
で
す
！
お
父
さ
ん
•
お
母
さ
ん
＠

0

ぼ
く
、
我
慢
す
る
よ

0

朝
ね
ぼ
う
は
健
康
の
敵

「
ぼ
く
に
、
も
う
一
っ
プ
ラ

モ
デ

ル
買
っ
て
。
」
小
学
校
低
学
年
の
時
期

は
、
一
度
に
多
く
の
友
達
が
で
き
る

の
で
と
か
く
同
じ
も
の
を
持
ち
た
が

り
ま
す
。

「
み
ん
な
買

っ
て
ほ
し
い
も
の
あ

る
か
い
。
」
「
私
、
ブ
ラ
ウ
ス
が
小
さ

く
な
っ
た
の
で
買
っ

て
ほ
し
い
。
」
と

い
う
の
は
成
長
ざ
か
り
の
姉
さ
ん
。

「私
も
靴
が
く
た
び
れ
た
の
で
買
っ

て
も
ら
お
う
か
し
ら
。
」
と
ひ
か
え
め

に
い
う
お
母
さ
ん
。

「
み
ん
な
の
買

い
た
い
も
の
は
、
一
度
に
全
部
買
え

な
い
の
だ
か
ら
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

だ
ろ
う
。
」

夕
食
後
の
団
ら
ん
は
、
お
父
さ
ん

が
主
導
権
を
。
そ
し
て
「
ぼ
く
」

の

欲
ば
っ
た
要
求
は
我
慢
す
べ
き
こ
と

を
わ
か
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
「
次
で
い

い
よ
。
」
と
我
慢
で
き
た
ら
、
大
い
に

ほ
め
て
や
り
ま
し
ょ
う
。
家
族
の
為

に
耐
え
た
の
で
す
か
ら

ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
で
は
、
親
の
要

求
が
先
で
、
子
供
の
わ
が
ま
ま
は
通

さ
な
い
よ
う
父
親
が
厳
し
く
し
つ
け

て
い
る
そ
う
で
す
。
過
保
護
の
家
庭

で
は
、
厳
し
さ
の
あ
る
人
間
は
育
ち

ま
せ
ん
。

お
父
さ
ん
＇
•
主
導
権
を
…
…
…
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毎
年
夏
休
み
の
数
日
間
、
小
薮
の
谷

あ
い
か
ら
子
供
達
の
元
気
な
歓
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
英
語
の
響
き
が
流
れ

て
き
ま
す
。
小
薮
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
が

開
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

第
六
回
目
の
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
で
す

が
、
今
年
は
趣
向
を
変
え
て
取
り
く
ま

、
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
中
学
生
以
上
と

し
、
学
習
す
る
教
料
、
内
容
は
英
語
の

み
と
し
ま
し
た
。
又
、
今
年
は
小
薮
集

会
所
で
八
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
の

一―

泊
三
日
の
合
宿
と
し
、
早
朝
か
ら
夜
半

ま
で
ま
さ
に
英
語
キ
ャ
ン
プ
な
み
に
な

り
ま
し
た
。

先
生
方
も
塾
長
の
ギ
ャ
ビ
ン
・
バ
ン

ト

ッ
ク
先
生
を
は
じ
め
、
兄
さ
ん
の
ア

ン
ト
ン
・
バ
ン
ト
ッ
ク
先
生
、
香
港
か

ら
ス
チ

—

ブ
ン
・
ラ
ォ
先
生
、
麓
沢
大

学
の
三
人
の
学
生
さ
ん
と
本
当
に
国
際

色
豊
か
な
み
な
さ
ん
方
で
、
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル

の
ね
ら
い
で
あ
り
ま
す
「
外
国

人
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
国
際
感
覚
を

養
う
。
」
と
い
う
大
き
な
体
験
が
で
き

ま
し
た
。
子
供
達
に
と
っ
て
も
強
い

刺

激
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
は
、
参
加
者
全
員
が
い
っ
し
ょ

の
学
習
会
の
ほ
か
に
、
中
学
一
年
生
は

英
語
の
歌
と
ア
ン
ト
ン
・
バ
ン
ト
ッ
ク

小
藪
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル

英
語
キ
ャ
ン
プ

口
且
臼
臼

いきいきと…のびのびと

幼稚園合同おとまり会

先
生
の
指
導
で
英
語
の
学
習
、
中
学
二

年
生
以
上
は
、
英
語
劇
（

ー一

班
に
分
れ

て
）
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
か
ら
英
語
キ
ャ
ン
プ
に
形
を
か

え
た
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
の
こ
れ
か
ら
が

楽
し
み
で
す
。

夏
休
み
に
入
っ
て
、

七
月
二
十
四
日
と
ニ

十
五
日
の
二
日
間
、

町
内
幼
稚
圏
の
年
長

組
四
十
一
名
が
参
加

し
て
行
う
幼
稚
園
合

同
お
と
ま
り
会
が
、

御
在
所
自
然
の
森
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
に
は
五
つ

の

幼
稚
菌
が
あ
り
、
年

間
一
＿
一
回
の
合
同
行
事

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

お
と
ま
り
会
も
そ
の
―
つ
で
、
今
年
五

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

少
人
数
で
は
経
験
で
き
な
い
遊
び
を
、

合
同
行
事
を
も
つ
こ
と
よ
っ
て
少
し
で

エイエイオー

も
補

っ
て
い
き
、
多
く
の
体
験
を
さ
せ

自
信
を
も
た
せ
る
と
共
に
、
協
調
性
を

培
う
こ
と
を
目
的
ど
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
自
然
の
森
に
到
着

し
た
子
供
達
は
、
結
団
式
で
自
己
紹
介

や
先
生
の
話
を
聞
い
て
、
元
気
に
御
在

所
山
に
登
り
ま
し
た
。
虫
取
り
を
し
た

り
、
待
望
の
て
ん
ぐ
の
足
跡
も
見
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昼
食
、
お
や
つ
を
食
べ

て
下
山
。

広
場
で

の
自
由
遊
び
の
頃
に
は
、
他

圏
の
子
供
達
と
も
み
ん
な
仲
良
し
に
な

り
、
一
緒
に
ブ
ラ
ン
コ
を
し
た
り
、
鬼

ご
っ
こ
を
し
た
り
と
仲
間
づ
く
り
が
で

き
て
い
た
よ
う
で
す
。

'

夜
に
は
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
を

囲
ん
で
、
歌
や
ゲ
ー
ム
、
花
火
を
楽
し

み
ま
し
た
。
子
供
達
の
遊
び
の
中
に
、

園
で
は
見
ら
れ
な
い
内
面
を
見
る
こ
と

が
で
き
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
経
験
が
、
子
供
達
の
将
来
に
役
立

つ
こ
と
を
期
待
し
て
、
私
達
も
、
充
実

し
た
お
と
ま
り
保
育
が
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
幼
稚
園
部
会
）
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、、、

点お工よ助たみ
をう 夫 う け く ん
目 し合まな
標たいしが
と り ‘く友
し ‘ 協成達
て創力長に
い造すしな
まするよろ
する‘心つう
゜心 を

を育
養て

0 

町
内
の
小
学
校
六

年
生
を
対
象
に
、
野

外
活
動
や
グ
ル
ー
プ

活
動
の
中
か
ら
、
自

然
に
親
し
み
、
遊
び

の
心
を
や
し
な
い
、

“
わ
ん
ば
＜
”
を
育

て
よ
う
と
い
う
ね
ら

い
で
“
わ
ん
ば
く
学

級
”
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。こ

れ
は
、
昨
年
度

か
ら
開
設
し
て
い
る

も
の
で
、
集
団
や
グ

ル
ー
プ
で
の
活
動
を
進
め
な
が
ら
…
…

七
月
二
十
九
日
に
開
講
式
と
第
一
回

目
の
学
習
会
を
、
公
民
館
で
開
催
し
ま

し
た
。開

講
式
で
は
、
上
川
公
民
館
長
と
町

内
校
長
会
長
の
大
村
博
先
生
（
肱
川
中

学
校
長
）
か
ら
「
わ
ん
ば
く
学
級
」
の

ね
ら
い
や
意
義
、
し
っ
か
り
活
動
し
て

ほ
し
い
と
の
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

第
一
回
目
の
活
動
は
、
班
編
成
や
一

年
間
、
仲
問
と
し
て
の
意
識
統
一
を
行

い
ま
し
た
。

映
画
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
、
団

体
活
動
の
よ
さ
と
仲
問
づ
く
り
を
学
習

元気いっばいの活動を期待

＝わんばく学級＝

し
ゃ
く
な
げ

-3 
国'ヽ,〇

雑
題

朝
風
呂
の
一
番
乗
り
や
ほ
と
と
ぎ
す

亀
田
美
登

蛍
見
る
橋
の
手
摺
の
ま
だ
ぬ
く
し

板

倉

勉

燈
台
に
見
晴
ら
す
初
夏
の
海
と
天

川
中
キ
ク
子

ジャンケンポイー

し
ま
し
た
。

来
年
の
三
月
ま
で
、
キ
ャ
ン
プ
や
追

跡
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ

ン
グ
・
お
正
月
の

遊
び
・
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
め
ぐ
り
・

タ
イ
ム
カ
。
フ
セ
ル
埋
設
と
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
行
い
ま
す
。

修
了
式
の
頃
に
は
、
ど
ん
な
“
わ
ん

ば

<
”
が
で
て
く
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

子
ど
も
達
の
健
全
育
成
は
、
地
域
の

人
達
み
ん
な
が
、
関
心
を
持
っ
て
声
を

か
け
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
つ
ま
り
、

私
達
大
人
一
人
一
人
の
問
題
だ
と
も
い

え
ま
す
。
積
極
的
に
か
か
わ
り
ま
し
ょ

゜
ろっ

父

山
間
に
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
炸
裂

す
る
花
火
を
見
て
い
た
ら
、

8
年
前

ガ
ン
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
親
父
の
事
が
、

あ
ざ
や
か
に
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

大
洲
病
院
の
屋
上
で
一
緒
に
見
た

花
火
が
最
後
で
し
た
。
手
当
の
か
い

な
く
、
一
ヶ
月
後
に
な
く
な
り
ま
し

こ。t
 夜

空
い
っ
ば
い
に
広
が
る
花
火
を

親
父
は
ど
ん
な
思
い
で
、
見
上
げ
て

ぃ
ャ
の
だ
ろ
う
か

゜

．．．．．． 「親
父
」
と
い
え

ば
、
し
か
ら
れ
た

思
い
出
が
一
番
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

中
で
も
印
象
深
い
出
来
事
け
、
ソ
フ
．

ト
で
遅
く
な
り
、
家
に
帰
っ
た
と
た

ん
、
青
竹
で
な
ぐ
ら
れ
た
事
で
す
。

な
ぐ
ら
れ
て
い
る
時
は
涙
が
出
な
い

の
に
、
後
か
ら
、
く
や
し
涙
が
ポ
ロ

ポ
ロ
こ
ぼ
れ
れ
た
も
の
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
も
何
回
し
か
ら
れ
た
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
大
人
に
な
っ
て
も
、
し

か
ら
れ
っ
ば
な
し
で
し
た
。
し
か
し
、

登
り
来
て
花
栗
匂
う
山
の
宿岩

城
節
子

蛍
や
悲
し
さ
秘
め
し
淵
に
と
ぶ

佐
藤
美
江
子

ひ
と
雨
を
待
つ
紫
陽
花
を
結
ひ
け
り

大
野
紗
夜
子

豆
笛
を
鳴
ら
す
子
供
の
ほ
っ
ふ
く
れ

三
好
富
久
子

花
蘊
蒲
ひ
と
ひ
ら
ず
つ
に
ほ
ど
け
咲
く

清
水
美
和
子 = 大

人
な
り
、
同
じ
農
業
の
仕
事
を
手
伝

う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

同
じ
し
か

ら
れ
て
も
、
何
か
ち
が
う
感
じ
を
受
け

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
親
父
は
、
何
か
に

つ
け
手
際
よ
く
段
取
り
を
す
る
の
で
、

仕
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
は
か
ど
っ
た
も
の

で
す
。
そ
し
て
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
親
父
が
死
ん
だ
後
で
し
た
。

一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
時
は
分
か
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
何
も
か
も
自
分

で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
、
始

め
て
分
か
っ
た
の
で
す
。
自
分
で
は
仕

事
の
順
序
を
頭
で
整
理
し
て
取
り
か
か

る
の
で
す
が
、
い
つ
も
何
か
た
り
な
か
っ

た
り
す
る
の
で
す
。
親
父
の
す
る
事
を

見
て
い
る
よ
う
で
見
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
。
こ
れ
で
は
、
親
父
が
お
こ
る
の
も

無
理
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
二
人
の
子
供
の
「
親
父
」
と
い
う

購
入
図
書
紹
介

む

ら

は

語

る

新

潟

日

報

報

道

部

輝
け
る
碧
き
空
の
下
で

第

一

部

第

二

部

北

杜

夫

外

国

語

上

達

法

千

野

栄

一

女

の

腕

ま

く

り

鈴

木

健

二

不

忠

臣

蔵

井

上

ひ

さ

し

魚

河

岸

も

の

が

た

り

森

田

誠

悟

ニ
ュ
ー
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

親

立
場
に
な
っ
て
み
て
、
親
父
が
私
を

し
か
っ
た
気
持
が
少
し
分
か
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
私
も
胸
が
い
た
＜

な
る
ほ
ど
子
供
を
し
か
っ
た
事
が
二

回
あ
り
ま
す
。
長
男
が
マ
ッ
チ
を
拾
っ

て
、
火
遊
び
を
し
よ
う
と
し
た
時
と
、

長
女
が
友
達
と
遠
出
を
し
て
暗
く
な

る
ま
で
帰
ら
な
か
っ
た
時
で
す
。
気

ち
が
い
の
よ
う
に
さ
が
し
回
り
、
帰
っ

て
来
た
時
は
安
心
と
怒
り
か
ら
、
泣

□
e
/
 

川

井

一

之

夢

を

売

る

商

人

曽

根

綾

子

や

さ

し

さ

物

語

鈴

木

健

二

税

金

を

返

し

て

も

ら

う

本

北

恒

一

一

番

淋

し

い

空

佐

藤

愛

子

宗
教
と
部
落
問
題
部
落
解
放
研
究
所
編

若

き

母

へ

の

手

紙

吉

岡

た

す

く

幼
児
へ
の
し
つ
け

Q
&
A
上
野
辰
美

ビ
デ
オ
撮
影
テ
ク
ニ
ッ
ク
の

A
B
C

岡

村

征

夫

次
は
、
小
倉
の
大
森
初
恵
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
す
。



領l堕

9月日罐・祝日当直医

甜知R‘⑤ 〇 (16)

日 当直医 電 話

7日（日） 松（五浦十崎医町）院 44-2776 

14日（日） 藤（五本十崎医町）院 44-2561 

15日（月） 植（五木十崎医町）院 44-2215 

21日（日） 高（五橋十崎医町）院 44-2010 

お日（火） 曽（内根子医町）院 44-2801 

お日（日） 芳（我内外子科町医）院 44-2560 

祝日曜日日 喜（多大医師洲会市病）院 25--0535 

※変更になる場合がありますので前もっ

て連絡してからお出かけ下さい

救 急 病

院

曜 日 病院名 苧甲 話

月・火 大（洲大市洲立市病）院 24-2151 
m, 

水 加大戸病市 院 24-5101 （洲 ）

木～日 大（洲大中洲央市病）院 25-4551 

9
月

9
日
伏

午
前

9
時
ま
で

▽

場

所

役

場

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

▽
日
時

午
前
10
時

1

午
後
2
時

9
月
2
日
因
汗
生
集
会
所
一

9
月
4
日
困

⑥
へ
き
地
栄
養
学
級

＠
行
政
相
談

日

程

所

一

時

間

9
月
1
1
日
困

日

程

谷
公
民
館
一
午
後

2
時

山公民館一午前10時1

， ， 
相

月 月

19 5 ；；；；火火

日 日

⑮) 倹） 日

池坪 福福 担

田田 島田 当

相
真益 春 至ロ火火

市子 夫保 員

所

一

時

間

▽

時

間

午

前

9
時

1
午
後

4
時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

⑥
健
康
づ
く
り
料
理
教
室

日

⑥
心
配
ご
と
相
談

9
月
1
7
日
困

午
前
1
0
時
3
0

1
1
1
時

30分

津
集
会
所
＿
r

程

所

間

⑥
健
康
相
談

@
9月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・
小
薮

大
和
・
肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除

く
）
・
大
谷
・
鹿
野
川

...... ＿_＿＿_――――――ー・・・・――――――――――

-
i
i
i
i
-＿＿＿＿

面

■ご
璽
玉
II

⑥
愛
媛
県
警
察
官
募
集

一
、
受
付
期
間

昭
和
六

一
年
九
月

一
六
日
か
ら

同
年
十
月

一
五
日
ま
で

二
、
試
験
日
、
場
所

昭
和
六
一
年
十
月
二
六
日
向

松
山
東
警
察
署

新
居
浜
菩
察
署

宇
和
島
警
察
署

三
、
受
験
資
格

昭
和
三
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
四
四
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
れ

た
男
子
で
高
校
卒
程
度
の
学
力
を

有
す
る
者
。
（
四
年
制
大
学
卒
業
者

及
び
来
春
卒
業
見
込
み
の
者
を
除

く
。
）

四
、
そ
の
他

こ
の
試
験
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
警
視
庁
、
神
奈
川
、
京
都
、
大

阪
又
は
兵
庫
県
の
警
察
官
に
な
る

み
ち
が
あ
り
ま
す
。

⑥
不
用
犬
回
収
日

▽
収
集
日

9
月

16
日
因
（
出

す

の

▽

場

所

は

9
月

15
日
中
に

）

▽
相
談
員

日。
C
I四

▽
日
時

委
員

9
月
5
日
②

午
前

9
時

1
午
後

4
時

肱
川
町
公
民
館

福

田

保

土
曜
窓
口
閉
庁
に
つ
い
て

八
月
か
ら
、
肱
川
郵
便
局
は
第
二

土
曜
日
に
続
き
毎
月
第
三
土
曜
日
も

郵
便
貯
金
・
簡
易
保
険
の
窓
口
を
閉

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
た
が

い
ま
し
て
、
郵
便
業
務
の
み
取
扱
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。

現
金
が
急
に
ご
入
用
な
方
は
、
現

金

自

動

預

払

機

等

の

設

置

さ

れ

て

い

道

田

和

弘

さ

ん

る

郵

便

局

を

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

長

男

将

史

ち

ゃ

ん

現

金

自

動

預

払

機

等

の

設

謹

局

及

一

木

佳

代

さ

ん

び

取

扱

時

間

は

次

の

と

お

り

で

す

。

長

女

優

子

ち

ゃ

ん

な

お

、

予

子

林

郵

便

局

、

大

谷

、

笹

木

聖

児

さ

ん

正

山

簡

易

郵

便

局

は

全

面

閉

庁

と

な

二

男

聖

吾

ち

ゃ

ん

り

ま

す

が

、

三

連

休

と

な

る

場

合

の

上

田

利

明

さ

ん

み

郵

便

業

務

を

取

扱

い

ま

す

。

長

守

真
理
子
ち
ゃ
ん

◎

現

金

自

動

預

払

機

等

設

置

局

上

田

嘉

則

さ

ん

局

名

取

扱

時

間

長

男

祐

輔

ち

ゃ

ん

大
洲

9
時

1
1
4
時

西

永

邦

直

さ

ん

内
子

9
時

1
1
4
時

長

女

愛

佳

ち

ゃ

ん

浣・羽・ス・ロ・
t防・防・ス・羽
・蓑・
x.t浣・浣・菱・ス・｝蓑・蓑・
X
・”x．羽・
”x.5菱・ス・蕊・菱・
x.ttス・蕊・
x.””

テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
や
看

／
、、
応疇
讐
〗
ど
い
な
ど
が
風
で
飛
ん
だ

て
／
」

□｀

[

れ

た

り

し

な

い

よ

う

に

補

[
二
〕
間
〗
[
[

な
ど
非
常
用
品
を
準
備
し

八

ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
大
洲
警
察
署
又
は
派
出

所
、
駐
在
所
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

上
鹿
野
川

上
森
山

中

野

上
鹿
野
川

教 小

員 薮
宇
和

9
時

1
1
4
時

八
幡
浜

9
時

1
1
4
時

宇
和
島

9
時

1
1
4時

伊
予

9
時

1
1
4時

松
山
中
央

9
時

1
1
4時

大
洲
若
宮

9
時

1
1
2
時
3
0
分

注
こ
れ
以
外
の
局
を
ご
利
用
希

望
の
場
合
は
、
ご
照
会
く
だ
さ

~
し゚

*

＊

*

*

*

＊

 
＊
 

＊
 

＊
お
誕
生
お
め
で
と
う

ご

ざ

い

ま

す

＊

＊
 

＊
 

*

＊

*

＊

*

＊

 


